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《2013 年度第 1 回例会(総 57 回)：2013 年 7 月 13 日(土) 於：東京学芸大学》
（Ⅰ）鳳凰山前漢墓群出土簡牘にみる遣策作成過程と葬礼準備

鈴木 直美（明治大学文学部兼任講師）
本報告では、鳳凰山前漢墓群（8・167・168 号墓）出土遣策の文字情報、形状や編綴方

法、小計簡の置かれ方、副葬品との対応状況など引き出しうる情報を駆使し、遣策作成と
葬礼準備の関係を明らかにしてみた。
従来の研究でも指摘されてきたように、遣策は葬礼準備リストとして作成された。ただ

し、検討の結果、遣策の作成・使用のタイミングは物品の種類によって異なっており、リ
スト化当初は複数の冊書に編綴されていたことがわかった。さらに、棺内に入れる衣類に
ついては先にリスト化と照合（168 号墓）が行われ、衣類は先に納棺された。その他の物
品については埋葬前までに整えられ、大部分の物品がそろった段階で照合が行われた（168
・8 号墓）。複数の冊書が編綴され、遣策がひとつの帳簿の体裁をなすのは、この物品照
合後のことである。この意味で遣策の編集過程は葬礼の進行に同調しているといえる。
かつて検討した馬王堆 3 号墓では、遣策に告地策が付されたことにより、遣策自体も冥

府宛文書の一部へとその性格を転換していた。168 号墓遣策も告地策とともに辺箱から出
土していたため、ここにも同様の性格の転換を認めてよい。さらに、告地策のない 167 号
墓では、遣策が祭奠とともに填土中に埋納されていたことからみて、遣策が槨蓋設置後に
何らかの儀礼に使用されたと考えられる。したがって、遣策には葬礼準備リストとしての
実用性と、副葬・埋納時点での儀礼性という段階的性格の変化があるといいうる。

（Ⅱ）北京大学蔵西漢竹書《反淫》整理与釈読中的若干問題

邵 永海（北京大学中文系副教授）

（Ⅲ）岳麓書院蔵秦簡『数』について
張替 俊夫（大阪産業大学教養部教授）

中国では近年秦漢期のものと考えられる新たな算術簡の発見が相次いでいる。それらの
中の１つとして、2007 年 12 月に湖南大学岳麓書院が香港の市場より購入した一連の竹簡
がある。これらは科学的検証と内容解読の結果秦簡と断定されたが、その中に『数』と題
する算術簡が含まれていた。この『数』には先に発見された『算数書』や後代の『九章算
術』と類似した算題も含まれているが、『数』のみに見られる特徴的な算題もある。我々
は現在「中国古算書研究会」として『数』の訳注を作成する作業を進めている。
本発表では、『数』の中から 3 つの算題を選んで紹介するとともに、『数』に現れる算

術の特徴について言及した。
まず「宇方」題では、「宇」と呼ばれる一辺 100 歩の宅地の中に「巷」と呼ばれる幅 5

歩の通路がある。この通路を除いた部分を 3人が面積を等しく分割するという算題である。
この種の算題は『算数書』にはない。我々は岳麓書院による釈文の解釈に疑問を持ち、新
たな解釈を提出した。ここでの要点は「陲宇」を正方形の一辺を共有する長方形と解釈す
る点にある。
『数』において、「数人が異種の穀物を持参しそれらを合わせるが、その後各々が持参

した穀物の価値によって合わせた穀物を配分する」という算題がいくつかある。これらの
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算題では特に米・粟を持参しているので、これらの算題を「米粟并類算題」と呼んでいる。
ここでは、米粟并類算題の中で設問の一部と解答のみが残されているものを復元すること
ができたことを報告した。
『数』において「少広術」と呼ばれる術は『算数書』、『九章算術』にも表れる。この

少広術が実際に使われたと思しき算題は『算数書』には見られない。ここでは『数』にお
いて少広術を用いたと推定される 1 つの算題を紹介し、その中で少広術がどのように用い
られ、どのように計算されているかを解き明かす。

《特別寄稿》
（Ⅰ）「楚地出土戰國簡册研究」を讀んで（下）

廣瀬 薫雄（復旦大學出土文獻與古文字研究中心副研究員）
（承前）
（07）晏昌貴『巫鬼與淫祀──楚簡所見方術宗教考』
「楚地出土戰國簡册研究」07、08 の二册は、前者が楚の數術について、後者が楚の地

理について系統的に論じており、中國古代の歴史・社會についての研究として緩やかなま
とまりを持っていると理解できるだろう。
本書は楚の卜筮祭禱簡と日書に關する綜合研究であり、卜筮祭禱簡と日書の概論（第一

章）、卜筮祭禱簡と日書に見える神靈についての考釋（第二章）、卜筮祭禱簡と日書に見
える儀禮（第三章）、卜筮祭禱簡に見える貞人と新蔡葛陵楚簡に見える社についての研究
（第四章）からなる。
數術を專門とする者ではない筆者にとっては、本論よりもむしろ附録の「天星觀卜筮祭

禱簡釋文輯校」、「秦家嘴卜筮祭禱簡釋文輯校」の方に興味を持った。天星觀楚簡・秦家
嘴楚簡は未公開の楚簡であるが、滕壬生『楚系簡帛文字編』（湖北教育出版社、1995 年 7
月、2008 年 10 月增訂）には一部の摹本とその文字が出てくる前後の語句が引用されてい
る。本書の附録は『楚系簡帛文字編』から知られる天星觀楚簡・秦家嘴楚簡中の卜筮祭禱
簡の内容を徹底的に集め、整理したものである。
この手法は、筆者の知るかぎりでは、陳偉氏の「楚國第二批司法簡芻議」（『簡帛研究』

第三輯、廣西教育出版社、1998 年 12 月。『新出楚簡研讀』に再録）が用いたのが最初で
ある。陳偉氏は『楚系簡帛文字編』に引用されている磚瓦廠楚簡の字句をもとに、磚瓦廠
楚簡の内容を復原・分析して、それが包山楚簡に次ぐ第二の司法關係文書であることを指
摘した（滕壬生氏は磚瓦廠楚簡の内容を卜筮祭禱簡としていた）。のち滕壬生氏が黄錫全
氏と連名で磚瓦廠楚簡のすべての摹本を發表し（「江陵磚瓦廠 M370 楚墓竹簡」、『簡帛研
究 2001』、廣西師範大學出版社、2001 年 9 月）、陳偉氏の復原がほぼ正しかったこと、こ
の研究手法が有用であることが廣く確認されたのである。
著者の復原によって、（もちろんいくつか留保をつける必要はあるが）天星觀卜筮祭禱

簡・秦家嘴卜筮祭禱簡の内容の一部が利用しやすくなったことは評價されるべきである。
例えば本シリーズの呉良寶『戰國楚簡地名輯證』は第一章で楚簡に見える以事紀年につい
て檢討しているが、天星觀楚簡に見える紀年は一條のみ引用されており、秦家嘴楚簡に見
える紀年は紹介されていない。その一點をとって見ても、著者の研究は楚簡のより多くの
内容を知るのに役立つと言うことができる。

（08）呉良寶『戰國楚簡地名輯證』
本書は楚簡に見える國名、都郢地名、封君名、縣、それらに關する考證を網羅的に收集、

整理したものである。本書には著者獨自の見解はさほど多く含まれてはいない。しかしそ
れだけに奇をてらったところがなく、その結論は現時點で最も信頼できると言える。
著者獨自の見解の中で興味を抱いたのは、「楚簡所見縣名考」第（25）條の茢陵の考證

（193～ 194頁）である。まずは該當箇所の釋文を下に示す。
（a）△陵之 (1)里人石紳(2)（包山楚簡 150號簡）

ここで問題になるのが△である。そしてこれと同じ字が上海博物館楚簡『鮑叔牙與隰朋之
諫』4號簡に見えている。

（b）……不以邦家爲事、縱公之所欲、△民 樂、敦甚背願、疲弊齊邦……

(a) (b)
著者はこの字を「列」とする先行研究の説に贊同して、包山楚簡の△を「茢」と釋し、茢
陵は楚地の「厲」と關係があるという説を立てた。そして筆者もこの説を疑ったことはな
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かった。ところが淸華大學藏楚簡『金縢』の中に次のような例が出てきたことから、この
説に動搖が起こったのである。

（c）是歳也、秋大熟。未△、天疾風以雷、禾斯偃。（9號簡）
（d）歳大有年、秋則大△。（13～ 14號簡）

(c) (d)
この字の左旁は上に擧げた二字と同じであると考えられる。そして通行文獻『尚書』金縢
の對應箇所と比較すると、この字を「穫」に讀むことはほぼ疑いない。
さらに上海博物館楚簡（九）、淸華大學藏楚簡（三）にも新たな用例が現れた。
（e）就復邦之後、蓋冠爲王△、而邦人不稱美焉。（『邦人不稱』3-4號簡）
（f）平和庶民、莫敢△憧。（『芮良夫毖』12號簡）

(e) (f)
こうして用例を竝べて見ると、（筆者の讀解力では）意味が明確なのは『金縢』の例のみ
であり、△が「穫」に讀めるとしてその他の例をどう解釋すればよいのだろう。この文字
には今後も注目していきたい。

（09）蕭毅『楚簡文字研究』
「楚地出土戰國簡册研究」09、10 の二册は、前者が文字について、後者が語法につい

て系統的に論じており、一つのまとまりを持っていると理解できる。
本書は楚簡文字の字形上の特徴について、構形規律・特殊構件・地域標誌の三つの角度

から整理した研究である。なお本書は冒頭で「楚簡は、内容の性質上、應用型と古書の二
類に大別することができ、それぞれ使用されている文字には一定程度の違いがある。一般
的に言って、應用型に使用されている文字は典型的な楚文字であるはずだが、古書は必ず
しもそうでない。なぜならば古書は傳承過程で底本の影響を受ける可能性があり、そのよ
うな文字は楚文字あるいは典型的な楚文字ではない可能性がある」と指摘し、應用型楚簡
文字のみを研究對象としている。純粹な楚文字の字形上の特徴を知る方法として妥當であ
ろう。
筆者が新資料との關係で興味を抱いたのは、本書 94 ～ 95 頁で「人」が「 」、「土」

にも作ることがあることを説明するために擧げた例である。
（a）桃脯一△。僻脩一△。炙鷄一△。一△脩。（包山楚簡 258號簡）
（b）一△□□□（信陽楚簡 2-028號簡）
（c）△丘之 （新蔡楚簡乙四：94號簡）
（d）陽無龍之述 於△丘・弇二豭、禱二冢。（新蔡楚簡甲三：346-2＋ 384號簡）

(a) (b) (c) (d)
包山楚簡、信陽楚簡の例はいずれも量詞として用いられており、これらの字が同じ語を表
していると考えることにおそらく問題はないだろう。著者によると、これらはみな「覍」
に从う字で、2 以下の字の下部は「土」に作っているが、これは「覍」の「人」が「土」
に變化したという。そうであれば、この中で（a）が最も原初的な字形だということにな
る。
この字は上博簡『從政甲』、淸華簡『楚居』にも見えている。
（e）小人先人則△ 之、〔後人〕則暴毀之。（『從政』17號簡）
（f）至△囂、自福丘徙襲箬郢。（『楚居』9號簡）

(e) (f)
このうち『楚居』の例は△解讀の定點となる。なぜならば、この「△囂」は通行文獻では
「堵敖」、「莊敖」などと表記されており、この例から△の讀音を推定することが可能だ
からである。すなわち△は「堵」か「莊」のいずれかと讀音が近いと考えられる。そして
淸華簡の整理者は「堵」に讀むという解釋を選擇した。

（堵）囂とは、すなわち堵敖熊囏のことである。『左傳』莊公十四年に「楚子如息、
以食入享、遂滅息。以息嬀歸、生堵敖及成王焉。」とある。「 」は古文獻では「堵」、
「杜」、「壯」、「莊」等に作るものがあり、古音はみな近い、本づく所が異なってい
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るのだろう。「 」は土聲に從う。おそらく「堵」字の或體だろう。(3)

しかし『楚居』が公表された後、整理者の説を批判し、「莊敖」と結びつけて解釋する説
も有力に存在している (4)。
筆者は、現時點では淸華簡整理者の意見が正しいのではないかと考えている。というの

は、『從政』の「△ 」を「堵禦」あるいは「杜禦」と讀み、「ふさぐ」という意味で解
釋すれば、この一文は「小人は人に先んずると後から來る者をふさぎとめる」と無理なく
解釋することができるからである。逆にもし△が「莊」と音が近いと假定すると、『從政』
の「△ 」を合理的に解釋することははなはだ難しくなる。
しかし、假に△は「堵」に讀むことができるとして、△の字形はどう考えたらよいのだ

ろうか。淸華簡整理者は△の「土」を聲符と考えたわけだが、それはかなり難しい。なぜ
ならば、「人」が「 」、「土」に作ることはあっても、その逆すなわち「土」が「人」に
作ることは考えがたいからである。ましてやそれが聲符の役割を持っているとなればなお
さらである。△を「覍」とする説はもはや成立しがたいにしても、包山楚簡の字形を原初
的な字形とする蕭毅氏の説は今でも説得力がある。△の釋讀について徹底的に解決するに
は、本書が提示した問題に答える必要があるだろう。

（10）李明曉『戰國楚簡語法研究』
著者の博士學位論文『戰國楚簡語法研究』（中山大學、2006 年）の修訂版。詞法篇、句

法篇の二部構成をとる。本書で論ずる語・句のすべての楚簡における用例を徹底的に集め
て整理してあるのが他の類似研究にない特徴で、本書末尾の「詞語索引」を使うことによ
って、字典のような用い方もできるだろう。また引用文の理解の基礎となっている研究を
注記してあるので、關連研究を知るのにも便利である。
ここでは句法篇第一章「判斷式」中の係詞「是」についての議論（380 ～ 383 頁）を紹

介したい。出土資料研究との關係で係詞「是」の問題が議論になったのは、馬王堆漢墓帛
書『天文氣象雜占』に「是＝」という用例が現れたことによる。その用例は五例あるのだ
が、ここではそのうちの一例を示そう。

（1a）是＝帚彗、有内兵、年大熟。（第 6列第 24條）
かつてこの「是＝」は「是是」であり、前の「是」は代名詞、後ろの「是」は係詞で、「是
是」は「これは～である」の意味であるという説が有力に存在していた。もしこの説が正
しいとすると、これは漢代における係詞「是」の實例ということになる。ところが近年に
なり、魏宜輝氏が「是＝」は「是謂」の意味であると主張した (5)。というのは、『天文氣象
雜占』の「是＝」の前後に「是謂」を使った類似句が多く見えるからである。これもやは
り一例だけ示す。

（1b）是謂 彗、兵起、有年。（第 6列第 22條）
兩者を比較すれば、「是＝」と「是謂」が同じ役割を果たしていることは容易に見て取れ
る。これをもとに魏氏は、「是＝」の「＝」は、語法上の位置・役割がまったく同じ字が繰
り返して現れる際に用いる特殊な重文符號であるとした。そして上海博物館楚簡『景公瘧』
9號簡にも同じ用法の「＝」が見えることを指摘している。

（2）今内寵有割 、外＝有梁丘據營狂。
「外＝」はすぐ前の「内寵」と對になっており、「外寵」の意味であると理解することが
できる(6)。
そしてその後、楊錫全氏がこの説をさらに全面的に推し進めた論考をたてつづけに四篇

發表した (7)。楊氏が示した例の中で最も決定的だと思われる例はこれである。
（3a）東門、是＝邦君子門、賤人（放馬灘秦簡『日書』乙種 18號簡）
（3b）東門、是謂邦君門、賤人弗敢居、居之凶。（睡虎地秦簡『日書』甲種 119 號簡正叁）

この二條を比較すれば、「是＝」は「是謂」であると考えるべきだろう。
「々」、「〃」、「ゝ」といった省略記號を今日も用いている日本人（の筆者）からして

みれば、この説は受け入れやすい。ところが李明曉氏はこれを支持しない。「是＝」は「是
是」であり、二つ目の「是」を係詞とする從來の説を覆すには、現時點ではまだ根據薄弱
だというのである。そして最終的に、「秦漢時期には、係詞『是』はすでに出現しており、
これは判斷句の發展において重要な里程標としての意義を有しており、今に至るまでに沿
用されている」と結論づけた。
ところがその後、陳劍・郭永秉兩氏が鳳凰山漢簡に見える「卑＝」の例を指摘したこと

は、戰國秦漢時代に「＝」が省略記號として用いられることがあったことをさらに明確に
確認させてくれた(8)。

（4a）會卑＝一具（10號墓 1號牘）
（4b）會卑虒一雙（168號墓 21號簡）
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（5a）尺卑＝一具（10號墓 1號牘）
（5b）尺卑虒五雙（168號墓 22號簡）(9)

「卑虒」というのは日本語で言う皿のような器であるが、漢代に「卑＝」と書くことがあ
ったことがこの用例から知られる。そしてこうした用例はおそらく今後も增えていくこと
が期待される。もはや本書が「是＝」を係詞「是」の具體例として擧げたのは誤りであっ
たと認めざるを得まい。
關連する資料が多くなればなるほど説の是非が明瞭になるのは當然のことで、新説が現

れた當初にその是非を判定することこそが難しい。しかも「是＝」についてはこれまで名
だたる語法研究者が「是是」と讀むことを前提として議論してきたという背景もある。「是
＝」をめぐる議論は、研究の難しさ、恐さについて考えさせられる例だと思う。

毎年のように新たな資料が發見され、公表される出土資料研究においては、絶えず新た
な情報を吸收し、それをもとにそれまでの資料を讀み直す必要がある。しかし新資料の發
見・舊資料の再解釋・成果の更新のサイクルがとりわけ速い楚簡研究において、現時點で
の到達點をまとまった形で斯界に提供することは非常に難しいことである。「楚簡綜合整
理與研究」プロジェクトは、圖版（赤外線寫眞）、釋文（『楚地出土戰國簡册［十四種］』）、
研究（「楚地出土戰國簡册研究」シリーズ）と、あらゆる面から楚簡研究の最新の成果を
まとめてくれており、そのおかげで我々は楚簡の内容・研究状況をこれまでより格段に容
易にかつ正確に知ることができるようになった。楚簡研究の大きな劃期を成す研究として
評價すべきである。
そして我々は、今後この成果を出發點として、陸續として發表される新資料を解讀し、

再度この成果を評價しなおすことが求められるであろう。本文では、筆者が本シリーズの
成果を參考にして新資料を讀んだ經驗をいくつか紹介することによって、本シリーズが楚
簡研究にいかに有用であるかを具體的に示そうとしたつもりである。本シリーズの意義・
魅力を少しでも傳えることができれば幸いである。

注
(1)「 」は、呉良寶氏は直接「列」に作る。これは上海博物館楚簡などでこの字が「厲」に讀まれて
いることを根據としている。
(2)簡文は に作る。呉良寶氏は「韁」に釋しているが、從いがたい。
(3)『淸華大學藏戰國竹簡（壹）』、『楚居』【注釋】注〔四七〕。
(4)例えば復旦大學出土文獻與古文字研究中心研究生讀書會（執筆者：蔣文）「淸華簡《楚居》研讀札記」
（復旦大學出土文獻與古文字研究中心網站、2011 年 1 月 5 日）は「按ずるに、 を堵と釋すかどうかは

疑う餘地があるように思われるが、 と莊の關係は確定できる」といい、劉雲氏は 1 月 6 日に同論文に
附したコメントにおいて「（ は）おそらく『土』に從い、『筐』の初文を聲符とする字で、『莊』に讀
む」といい、蘇建洲氏はこの字は「甾」に从うとし、「莊」の異體字と考えているようである（陳劍「《上
博（八）・王居》復原」、復旦大學出土文獻與古文字研究中心網站、2011年 7月 20日に附された 2011年 7
月 21日のコメントを參照）。
(5)魏宜輝「再論馬王堆帛書中的“是＝”句」、『東南文化』2008年第 4期。
(6)なお「外＝」が「外寵」であることを指摘したのは劉信芳「《上博藏六》試解之三」（簡帛網，2007年 8
月 9日）である。
(7)楊錫全の論文はいずれも復旦大學出土文獻與古文字研究中心網站で發表された。具體的な論文名と發
表年月日は次のとおり。「出土文獻“是＝”句淺析」（2009 年 11 月 3 日）、「《出土文獻“是=”句淺析》補
證一則」（2009 年 12 月 2 日）、「《出土文獻“是＝”句淺析》再補一則」（2009 年 12 月 26 日）、「出土文獻
重文用法新探」（2010年 5月 11日）。
(8)陳劍「關於“營＝”與早期出土文獻中的“省代符”」（復旦大學出土文獻與古文字研究中心網站舊論壇、2011
年 7 月 9 日、http://www.gwz.fudan.edu.cn/ShowPost.asp?ThreadID=4809）、月下聽泉（郭永秉）「簡帛特殊省代
號的又一個例證簡帛特殊省代號的又一個例證」（復旦大學出土文獻與古文字研究中心網站新論壇、2013
年 2月 28日、http://www.gwz.fudan.edu.cn/forum/forum.php?mod=viewthread&tid=6177）。
(9)湖北省文物考古研究所『江陵鳳凰山西漢簡牘』、中華書局、2012年 11月。なおこのほか「膾卑虒」が 167
號墓遣策 37號簡に見え、「尺卑虒」は 9號墓遣策 28號簡、167號墓遣策 26號簡、169號墓遣策 18號簡に
も見える。

（Ⅱ）「先秦兩漢出土文獻與學術新視野國際研討會會議(於臺灣大學)」参加記
大野 裕司（北海道大学大学院博士後期課程）

2013年 6 月 25～ 26 日に、臺灣大學文學院演講廳において先秦兩漢出土文獻與學術新

http://www.gwz.fudan.edu.cn/Profile.asp?UserName=%E8%98%87%E5%BB%BA%E6%B4%B2
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視野國際研討會會議が開催された。本稿はその紹介である。
まず行われた發表のタイトルを全て擧げれば次の通り。李隆獻「先秦敘史文獻「敘事」

與「體式」隅論─以晉「欒氏之滅」爲例」、李賢中「《戰國縱橫家書》之蘇秦思維方法探
析」、谷中信一「北大簡《老子》の學術價─「執一」概念を中心に」、徐富昌「從北大簡
《老子》看《老子》文本之演變」、李若暉「以「周行而不殆」一語爲核心論老子之道物」、
竹田健二「淸華簡《楚居》的劃線、墨線與竹簡的排序問題」、李存智「漢語語音史中的塞
音聲母」、來國龍「説楚簡中的「兔」和「鼠」，兼談楚方言與雅言的接觸和影響」、呂世浩
「從出土文獻看先秦兩漢時間觀的轉變」、王子今「居延「馬禖祝」簡文與「馬下卒」勞作」、
李偉泰「《二年律令》對《漢書》研究的貢獻―以贖刑的論述爲例」、湯淺邦弘「上博楚簡
〈舉治王天下〉的堯舜禹傳説」、黑田秀教「淸華簡《良臣》與戰國時代的歴史觀念」、青
山大介「戰國時代「聖」概念發展的意義―從《爲吏之道》的「爲人上則明，爲人下則聖」
談起」、顏世鉉「古書校讀三則」、林宏佳「釋朝宗之朝及相關之字」、張宇衞「再談楚簡「 」
字及其相關問題」、佐藤將之「介在「道」與「人」之秩序：先秦「理」概念的演變和其思
想意義」、魏慈德「《上博藏戰國楚竹書》中的楚王臣故事簡及其相關問題試探」、工藤卓司
「《上博九・邦人不稱》所述的葉公故事」、葉國良「《儀禮》内容的時代與出土文物」、彭
林「公孫尼子作《樂記》説新證」、季旭昇「《淸華一・保訓》釋讀」。
紙幅の都合もあるため、これらの發表の内容を逐一紹介することはできない。本稿では、

概括的に本シンポジウムの特徴を筆寫の觀點から示すことにしたい。
①本シンポの發表者は臺灣・大陸中國・日本・アメリカの研究者から構成され、各國の

最新研究が發表された。よって、參加者は世界の最新成果を入手することができた。例え
ば、質疑應答の際、大陸・淸華大學の彭林氏に對して、臺灣における研究成果が活用され
てないことが指摘されていたが、今後臺灣において國際シンポが斷續的に續くことでこの
ような問題も解消されるきっかけとなるであろう（また最近では大陸でも臺灣書を取り扱
う書店が見られ（北京大學内にある漢學書店等）、一掃この傾向に拍車がかかるであろう）。
②分野を限ることなく史・文・哲それぞれの發表が行われた。出土資料の發見と公開が

増え續ける昨今においては、分野を限ることなく情報交換ができる場が必要であろう。（あ
くまで筆者の個人的な感想であるが）從來臺灣の學界組織は分野別に交渉が少ない縱割り
型であったと思われるので、筆者にとっては今回のシンポジウムは新鮮であった。
③最新の公開文獻を用いた發表が多數行われた。李隆獻氏は淸華簡『繫年』を、谷中氏

は北大簡『老子』を、竹田氏は淸華簡『楚居』を、王子今氏は肩水金關漢簡を、湯淺氏は
上博簡『擧治王天下』を、黑田氏は『良臣』を、工藤氏は上博簡『邦人不稱』を用いた發
表を行った。
④一方で、出土後數年を經た從來の出土文獻を用いた研究も、これまでの先行研究を踏

まえた種々の觀點からの總括的發表が行われた。李賢中氏は『戰國縱橫家書』を、呂世浩
氏・葉國良氏は睡虎地『日書』を、李偉泰氏は張家山『二年律令』を、青山氏は睡虎地『爲
吏之道』を、佐藤氏は馬王堆『黄帝四經』を、魏慈德氏は上博藏戰國楚竹書を用いた發表
を行った。例えば魏氏の發表はこれまでに公表された上博楚簡の楚國に關する故事を總括
した内容になっていた。
臺灣で行われる學會の特徴として、發表ごとに、發表者の他、「主持人」「討論人」の

三人によって發表が進行されることが擧げられる。これは臺灣においてはほぼ全ての學會
に共通する方式なのであるが、今回筆者にとって新しかったのは、討論人は予め發表者の
原稿を讀み込んでコメントを準備しておくのであるが、討論人によっては、時間の都合も
あり、長文のコメントを滔々としかももの凄い早口で語ることに終始するような場合があ
り、あくまで筆者の主觀であるが、そのような場合、議論が深まらないことが多いように
思っていた。本シンポジウムでは數人の討論人はコメント用のパワーポイントを予め準備
して、畫面を用いて發表の内容の總括と問題點や補完點を指摘しており、發表者にとって
も參加者にとっとも非常に有益であると感じた（日本の學會でも導入されればありがた
い）。例えば、竹田氏の「劃線」の發表に對し、討論人の邴尚白氏は竹田氏が指摘してい
ない「劃線」に關する情報をパワーポイントを使ってわかりやすく示してくれた。特に顏
師古『匡謬正俗』卷六に、

。問曰「今官曹文案於紙縫上署記謂之『欵縫』者、何也」。答曰「此語言元出魏晉
律令『字林』本作『 、刻也』。古未有紙之時、所有簿領皆用簡牘、其編連之處恐有
改動、故於縫上刻記之、承前已來、呼爲『 縫』。今於紙縫上署名、猶取舊語呼爲『
縫』耳。此義與『款』不同、不當單作『款』字耳。」

とあること（劉曉東『匡謬正俗平議』山東大學出版社、1999 年、205 頁）は非常に興味深
かった。なお竹田氏の論考は既に「淸華簡『楚居』の劃線・墨線と竹簡の配列」として『中
國研究集刊』（第 56號、2013年）に掲載されているので、參照されたい。
なお、臺灣の大抵の學會やシンポジウムは外部の參加者を受け入れている。參加の仕方
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として予め「報名」（參加登録）しておく必要がある。各大學の學部の HP に告知が掲載
されており、そこで報名することで、當日予稿集を入手できる。アポ無しでは予稿集は入
手できない。また大抵の學會では無償で晝食に弁當が配布される。かかる弁當代はもちろ
ん（日本の科研費に相當する）研究費からまかなわれているので、國家の學術・教育への
姿勢のあり方の日本との違いを考えさせられずにはおられない（近年はいわゆる LCC の
登場によって臺灣・日本間の航空劵は相當に安くなっている。特に若手研究者の方に臺灣
のシンポジウムの參加をお勸めしたい）。

（Ⅲ）“簡帛《老子》與道家思想”國際學術研討會參加報告
谷中 信一（日本女子大學教授）

(1)はじめに
2013 年 10 月 25・26 日、標記の學會が北京大學で開催された。日本を出るときは周圍か

らも大いに心配された昨今の北京市内の大氣汚染 PM2.5 であったが、幸い二日前に雨が
降り、當日は風も吹いたために、碧く澄み渡った｢北京秋天」の下、幸先よく會議は始ま
った。尤も暖房のない屋内はとても寒く、不作法を承知の上でコートを脱ぐことはできな
かった。學内に一齊に暖房が入るのは 11 月からだということで、こればかりは我慢する
他なかったのである。

さてこの研討會は、北京大學が 2 年前に入手した漢簡の中でも、とりわけ『老子』の學
術的意義を明らかにしようとすることを目的として開催されたものであった。
周知のように、昨今、中國各地の研究機關が競うようにして簡牘の收藏に勉めている。

しかしそれらの多くは、正規の考古發掘によるものではなく、盜掘によって香港のブラッ
クマーケットに流出したものであり、學術的な價値については疑義もある。從ってそれら
は先ず徹底的な辨僞を經なければならず、その作業を經てこれらが僞造簡ではないことが
判明した段階で、ほぼ原寸大若しくは擴大寫眞に釋文・注釋を添えて印刷刊行し、われわ
れ研究者の要請に應じているのが現状である。
このいわゆる北大漢簡『老子』も、昨年 12 月に北京大學出土文獻研究所編『北京大學

藏西漢竹書 貳』として上海古籍出版社から刊行され、すでに多くの研究者の手に渡って
いる。このため今回の研討會では、北大漢簡『老子』の眞僞問題が取り上げられることは
なく、眞簡であることを前提にすべての議論が行われたといってよい。
以下に示すのは、主催者から事前に電子メールを通じて配布された極めて詳細な日程表

と、それとはうらはらに小規模に行われたことがわかる參加者名簿である。名簿中の劉笑
敢氏は都合により欠席したものの、論文は代讀された。
これを眺めていると見えてくるのは、現時點での北大簡『老子』がもたらした『老子』

研究の新たな展開を檢證し、それをめぐる具體的な討議を積極的に進めるとともに、今後
討論すべき問題を世界の研究者が共有することを意圖したものであったということであろ
うか。

（２）日程と參加者

一、 報到（國外、港澳臺及外地學者）

2013 年 10 月 24 日（星期四）10 時起、北京郵電會議中心大堂（北京市海澱區掛甲屯５號）
晩餐：北京郵電會議中心餐廳

二， 會議

地點：北京大學李兆基人文學苑１號樓 102會議室
（外地學者由專人引導從賓館歩行至會場，時間約 20分鐘；在京學者請自行到會場，上午 8:30

分開始李兆基人文學苑正門有人迎接竝有指示牌。）

2013年 10月 25日（星期五）
9:00―― 9:15開幕致辭 主持人：韓巍
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北京大學中國古代史研究中心主任 榮新江教授

北京大學出土文獻研究所所長 朱鳳瀚教授

“西漢竹書整理與研究”項目負責人 閻歩克教授

9:15―― 9:30合影
9:30―― 10:30會議第一節 主持人：王博

（毎位學者報告時間請控制在十五分鐘以内，如需翻譯可延長至二十分鐘，毎節報告完畢后集

中提問和討論十五至二十分鐘。）

許抗生：《讀西漢竹簡〈老子〉劄記》

李零:《讀北大漢簡〈老子〉》
白奚：《西漢竹簡本〈老子〉首章‘下德爲之而無以爲’釋義及其他》

10:30―― 10:50茶歇
10:50―― 11:50會議第二節 主持人：曹峰

陳劍：《簡帛〈老子〉零劄》

何晉：《讀北大漢簡〈老子〉劄記一則》

李若暉：《〈老子〉“功遂身退”辨正》

12:00―― 13:00午餐（自助餐，北大博雅國際酒店）
13:00 ―― 14:00 與會學者參觀北京大學藏西漢竹書和秦簡牘（自願參加，歩行至北大西門内賽克
勒考古藝術博物館，往返行程約 20分鐘）
14:20―― 15:30會議第三節 主持人:丁四新
王中江:《漢簡〈老子〉的異文與義旨示例》
湯淺邦弘：《北大簡〈老子〉的特質――結構、文章及詞彙》

李鋭：《由出土簡帛本〈老子〉談〈老子〉的成書》

15:30―― 15:50茶歇
15:50―― 17:00會議第四節 主持人:白奚
池田知久：《〈老子〉形而上學與“自然”》

陳麗桂:《‘道’的異稱及其意涵轉化》
曹峰：《“玄之又玄之”和“損之又損之”》

17:30歡迎晩宴（大益膳房酒店）

2013年 10月 26日（星期六）
9:00―― 10:10會議第五節 主持人：池田知久

劉笑敢：《北大漢簡〈老子〉的文獻思想價値芻議》

夏德安：《從西方寫本學和所謂 New Philology 的角度讀北京大學藏西漢竹書〈老子〉》
福田哲之:《簡帛〈老子〉版本的系譜學考察》

10:10―― 10:30茶歇
10:30―― 11:50會議第六節 主持人：陳麗桂

丁四新：《略論早期〈老子〉文本的演變及其思想主題的呈現》

谷中信一:《〈老子〉經典化過程的研究――從郭店〈老子〉到北大簡〈老子〉》
王博：《思想史視野中的〈老子〉文本變遷》

金安平:《衡量改編者的角色:〈老子〉四章的解讀》
12:00―― 13:00午餐（自助餐，北大博雅國際酒店，飯後自由參觀或休息）
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14:00―― 15:00會議第七節 主持人：王中江

鄭開:《試論〈老子〉中“無”的性質與特鮎》
郭梨華:《從簡帛〈老子〉概述戰國道家佚籍之“道―法”論》
柯鶴立：《“母”與“道”的具象》

15:00―― 15:20茶歇
15:20―― 16:30會議第八節 主持人：夏德安

井上亘:《佔畢考：北大漢簡〈老子〉與古代講學》
竹田健二：《劃線小考――以北大簡〈老子〉與淸華簡〈繋年〉爲中心》

韓巍：《西漢竹書〈周馴〉的篇章結構和成書過程》

16:30―― 16:40休息
16:40―― 17:10會議總結及自由交流 主持人：李零

17:30告別晩宴（直隸會館酒店）
三、離會

10 月 27 日中午 12 點之前，外地、港澳臺及國外學者離會。（如需繼續住在該賓館，請自行支付
其後的費用。會議特邀嘉賓請自行結算房費。）

與會學者名録

會議報告人:
白奚（首都師範大學哲學學院）／曹峰（淸華大學哲學系）／池田知久（山東大學儒學研究

院）／丁四新（武漢大學哲學學院）／陳劍（復旦大學出土文獻與古文字研究中心）／陳麗

桂（台灣師範大學國文系）／福田哲之（島根大學教育學部）／谷中信一（日本女子大學文

學部）／郭梨華（東呉大學哲學系）／韓巍（北京大學歴史學系）／何晉（北京大學歴史學

系）／金安平（耶魯大學歴史學系）／井上亘（北京大學歴史學系）／柯鶴立（Constance A.
Cook，理海大學現代語言文學系）／李零（北京大學中文系）／李若暉（復旦大學哲學學院）
／李鋭（北京師範大學歴史學院）／劉笑敢（香港中文大學哲學系）／湯淺邦弘（大阪大學

文學研究科）／王博（北京大學哲學系）／王中江（北京大學哲學系）／夏德安（Donald Harper，
芝加哥大學東亞語言文明系）／許抗生（北京大學哲學系）／鄭開（北京大學哲學系）／竹

田健二（島根大學教育學部）

特邀嘉賓：

艾帝（Attilio Andreini，威尼斯大學亞洲及環地中海學院）／陳鼓應（北京大學哲學系）／
戴卡琳（Carine Defoort， 魯汶大學漢學系）／名和敏光（山梨縣立大學國際政策學部）

(3)おわりに
なお提出論文は、すべて明年に刊行されることになっているので、詳細はそれに讓るこ

ととしたい。現時點では、會場でこれらを綴じ込んだ論文集（『“簡帛《老子》與道家思
想國際學術研討會論文集』全 214 頁）が配布されているので、それを參照することはでき
る。
今次研討會に先立つこと 2 年余り前の 2010 年 9 月に同じく北京大學で、「老子：文獻與

思想”國際學術討論會」が開催された折り、朱鳳瀚教授が「北京大學藏西漢竹書状況簡介」
と題して、スライドを交えながら、次のような内容の紹介をしたのがわれわれがこれら北
大漢簡を知る最初のきっかけであった。この時も至って小規模の會議であった。
１，「孝景元年」の紀年簡が含まれていたこと。
２，竹簡はすべて古代の書籍で、公文書や私文書などの類いは一切含まれていないこと。
３，『漢書藝文志』の分類に從えば、六藝・諸子・詩賦・兵書・數術・方技などの古籍ば
かりであること。
４，『蒼頡篇』『趙正書』『老子』『周馴（訓）』『罔稽』『魂魄賦』『日書』『兩書』『六博』『翁
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壹方』『泠游方』『秦氏方』（後 3者は醫方類）など、書名を記載した簡があること。
これらを紹介した上で、朱教授は、前漢中期以前の南方の文化と學術を知る上で大いに

參考となるものであると結論された。つまり、これら漢簡の出土地點は具體的にされない
ものの、おおよその出土地が南方であることが明らかにされたのであった。
次いで報告に立ったのが韓巍氏で「北大藏西漢竹書本『老子』的文獻價値｣と題して、

今回の會議の中心主題となった『老子』について、その保存状況・字數・書體・諱避・篇
數・分章・帛書本や今本との異同などが簡單に紹介された。これらを本にして著作された
のが『北京大學藏西漢竹書 貳』に他ならない。つまり韓氏が、この當時から今次の會議
の開催まで一貫して北大漢簡『老子』を擔當してきたといってよいようである。淸華簡が
全體討議を經て公開されるのとは異なり、これが北大漢簡の整理方法の特色である。
そして今回の氏の報告は「周馴（訓）」についてのものであって、これは『漢志』道家

者流に分類される「周訓十四篇」（師古注には、「劉向別録云、人間小書、其言俗薄」と
ある。）に相當する文獻ではないかとするものであった。これも近いうちに刊行されて大
きな反響を呼ぶに違いないと思われる。

（Ⅳ）「ダートマス－淸華“淸華簡”國際學術研討會―第回屆新出簡帛國際學
術研討會」＊參加記

谷中 信一（日本女子大學教授）
＊ The Dartmouth-Thinghua International Conference on the Thinhua Bamboo-slip Manuscripts:The fourth International
Conference on Excavated Chinese Manuscripts

（１）はじめに
筆者は、本年 8 月 29 日から 9 月 2 日の日程で、米國ニューハンプシャー州にある

Dartmouth College で開催された標記の國際會議に出席する機會を得たので後日の參考の
ためにここに報告しておくこととしたい。
本會議は、第 4 回とあるものの、決して定期的に開催されているものではなく、第 1 回

は、1998年にやはり同じダートマス大學で、郭店楚簡『老子』を主題として開催された。
この時は、出席者は予め文物出版社發行の『郭店楚墓竹簡』を示されたうえで、論文を持
ち寄って互いに意見交換をしたようである。日本からは池田知久東京大學教授（當時）が
出席された。第 2 回は 2000 年に北京大學で開催された。會場は北京大學ではなくその近
くの達園賓館であった。この時は、當時上海博物館長の故馬承源氏によって上海博物館が
新たに購入した戰國楚簡、特に『孔子詩論』『性情論』が寫眞で公開された。しかしこれ
だけでは十分でないとして、可能な限り速やかに詳細を公開すべきであるという意見が次
々と參加者から表明され、會場は興奮と熱氣に包まれたものであった。第 3 回は、2004
年再び會場を米國に移し、コネチカット州の Mount Holyoke College で上海博楚簡をめぐっ
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て開催された。そして、この度第 4 回目が、第 1 回と同じ Dartmouth College で淸華大學
藏戰國竹簡をめぐって開催されたのである。この會議のオルガナイザーは、同大の Sarah
Allan (艾兰)教授・Xing Wen (邢文)教授のお二人であった。
私を含む出席者は、予め最新刊の第三卷を郵送され、その中でも『繋年』（但しこれの

みは第二卷所收）・『説命』・『周公之琴舞』に限定しての討論會であった。

（２）參加者
北京・上海・香港などの他、米國・カナダ・ドイツ・フランス・イギリス・スイス・ポ

ーランド・イタリア・台灣・韓國など 13 カ國(地域）から 72 名の參加者を得て開催され
た。中でも、淸華大學からは出土文獻研究與保護中心主任李學勤教授始めとし最多の參加
者數であった。以下に、當日配布された資料にもとづいて參加者を紹介しておく。
Delegates正式代表:

Adam Smith亞當：University of Pennsylvania, US／ Andrew Meyer麥安迪：Brooklyn College,
US／ Ann-ping Chin 金安平:Yale University, US／ Chen Weiwu 陳威武：Sun Yat-Sen
University, China／ Chen Zhi 陳致：Baptist University Hong Kong, China／ Constance Cook 柯
鶴立：Lehigh University，US／ Crispin Williams 魏克彬：University of Kansas，US／ Dirk
Meyer 變笛：Oxford University, Great Britain／ Foong Janice Kaln甘鳳 '98：Westem Washington
University, US／ Guo Yongbing 郭永秉：Fudan University，China／ Huang Dun 黄惇：
Nanjing UniverSity of the ArtS， China／ Jiang Linchang 江林昌：Yantai UniverSity，China
／ Kuo Li Hua 郭梨華：Soochow University, Taiwan，China／ Li Jinyun 李縉云：Wenwu
Press, China／ Li Junming李均明：Tsinghua University, Bejing，China／ Li Shoukui 李守奎
：singhua University, Beijing，China／ Li xueqin李學勤：Tsinghua University, Beijing，China
／ Liu Guozhong 劉國忠：Tsinghua University, Beijing，China／ Liu Shaogang劉紹剛：Chinese
Academy of Cultural Heritage, China／ Luo Yunhuan 羅運環：Wuhan University，China／
Mark Csikszentmihalyi 芥思敏：U.C.at Berkeley, US／ Michael Ludke 昌德凱：University of
Erlangen and Nuremberg, Germany／ MichaeI Puett 普鳴：Harvard University，US／ Nawa
Toshimitsu 名和敏光：Yamanashi Prefectural University, Japan／ O1ivier Venture 風儀誠：
Co11ege de France(CNRS)，France／ Ou Manjong呉萬鍾：Kwangju National University, South
Korea／ Qin Zhihua 秦志華：Zhong Xi Press, China／ Robin D.S.Yates叶山：McGill
University, Canada／ Sandor P. Szabo 貝山：National University of Public Service, Hungary.／
Sarah AIlan 艾蘭：Dartmouth College, US／ Scott Cook 顧史考：Grinnell Conege, US／ Wang
Lizhen 汪立珍：Minzu University of China, China／ Wo1fgang Behr 畢鶚：University of
Zurich, Switzerland／ Xing Wen 邢文：Dartmouth College, US／ Yanaka Shinichi 谷中信一
Japan／ Zhang Guangyu 張光裕：Chinese University of Hong Kong, Hong Kong, China／ Zhao
Guifang 趙桂芳：Tsinghua University，Beijing，China ／ Zhao Pin'an 趙平安：Tsinghua
University, Beijing，ChinaZhu Fenghan 朱鳳瀚：Peking University, China

Parlicipants特別代表：
Attilio Andreini 艾帝：University of Venice， Italy ／ Chen Yingfei 陳穎飛：Tsinghua
University, Beijing，China／ Cheng Wei 程薇：Tsinghua University, Beijng，China／ Enno Giele
紀安諾：University of Heidelberg, Gennany／ GiI Raz 李福：Dartmouth College, US
Gu Shuxia 顧淑霞： Tsinghua University, Beijing， China ／ Guo Li 郭麗： Shandong
Jijio/Dartmouth, China，US／ Jia Lianxiang 賈連翔：Tsinghua University, Beijng，China／
Hua-yuan L. Mowry 李華元：Dartmouth College, US／ MaNan馬楠：Tsinghua University,
Beijing，China／ Nicho1as vogt 侯昱文 '00： University of Heidelberg, Germany／ Nien Lin xie
謝念林：Dartmouth College, US／ Pamela Kyle Crossley柯嬌燕：Dartmouth College, US／

Sun Jin 孫進：Yantai University, China／ Susan Blader 白素珍：Dartmouth College, US／ Yan
Yan 燕燕：Huaibei/Dartmouth，China/US／ Yu Gesheng 于戈生：Nanjing University of the
Arts, China

Graduate Students研究生：
Billy French 傅筆立 '08： Harvard University, US／ Cai Jiaoxi蔡佼汐：Dartmouth College, US
／ Cai Yuqian 蔡雨錢：Dartmouth College,US／ Chen Pengyu 陳鵬宇：Tsinghua/Dartmouth，
China/US／ Christopher Foster 傅希明 '06： Harvard UniverSity, US／ Chung Hsiao-tung 鍾曉
彫：University of Kansas, US／ Du Heng 杜恆：Harvard UniverSity, US／ Hu xi 胡希：
UniverSity of Zurich, Switzerland／ Jiang Wen 蒋文：UniverSity of KansaS, US／ Lu Min蘆敏
：Fudan/Dartmouth，China/US／ Mark Baker 馬龍快：Yale University, US／ Qian Guanchang
虔官昌：Harvard University,US ／ Simon Hurlimann 胡詩墨：UniverSity of Zurich,

Switzerland／ Su xin 蘇鑫：Dartmouth College, US／ Yuan Qing 袁青：Tsinghua/Dartmouth，
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China/US
歐米圈での出土資料に對する關心の大きさを窺わせるに十分な參加者の多さであった。

（３）大會日程とその内容
これも當日配布された日程表をもとに、主要な部分のみを取り出して紹介しておこう。

大會初日
9 - 9:30 a.m. - Conference Opening 大會開幕
9:40 - 10:40 a.m. - Keynote address by Li Xueqin 李學勤: 淸華簡的内容及研究 (The Contents of
the Tsinghua Bamboo-slip Manuscripts and Research on Them)
氏の講演の後、質疑應答が行われた。當日のノートを基に、それらの要點のみを箇條書
きで示しておこう。
・出土地點こそ我々がもっとも知りたいことであるが、今なお不明である。
・2006年冬に“淸華簡”の存在を知った。
・2006年當時、僞造簡が極めて多かった。
・2009年後半、淸華簡が僞造でないことを竹簡の記載から確信した。
・淸華大に入藏したのは 2008 年 7 月 15 日であった。夏休み中だったため臨時に保管
することとし、9月から正式の保管場所を探した。

・竹簡は泥水に漬かっていて、惡臭を放っていた。化學部に依頼して腐敗を食い止め
るための處理を行った。

・竹簡の整理を急いだ。
・一本一本の竹簡を洗い、寫眞に撮ったが、脆くて崩れ易くなっていた。
・3ヶ月かけてようやく崩壞を食い止めることができた。
・11の單位から專門家が集まって鑑定を行った。
・極めて重要な文獻であることが確信できた。
・年代測定の結果、紀元前 305 ± 30 年との鑑定結果が出た。この點、郭店楚簡、上博
楚簡と大差ないと言えること。

・淸華簡の最善の保管方法は、できるだけ早く寫眞撮影して現状を保存することであ
った。しかい、水に漬けたままの竹簡の撮影は困難を極めた。

・2388 本の竹簡を數えることができたが、その中には完整簡もあり殘簡もあった。こ
の數は、現在の竹簡群のうちでも最大數である。

・2009 年 2 月から、釋讀に着手。できるだけ早く終えたいが、どれだけの篇數がある
のか今以てわからない。60～ 70篇程度であろう。長短まちまちである。

質疑に答えて、
・戰國時代の簡であることは疑いない。
・僞簡は皆無である。
・「説命 下」の冒頭の 1 本は、いくら探しても見つからなかったが、それ以外は欠損
部分は極めて少なくほとんどが揃っている。

・楚文字としては、戰國中期から晩期の早期にかけてのものであろう。ただし、これ
は抄寫年代であって、成書年代とは別である。この時代は、ちょうど孟子の晩年、
莊子の最盛期に當たることから、彼らはこれを直接見ることができたと思われる。

・淸華簡がすべて楚簡であるとは斷言できない。ただし、楚以外の文字がどのようで
あるかがわからない現状では、これ以上のことは言えない。

・淸華簡はすべて書籍である。これは、上博楚簡・郭店楚簡と同樣である。特に上博
楚簡は歴史書の他、道家･儒家などの思想書が多く、郭店楚簡は儒家道家など思想性
の高い文獻ばかりである。これに對し、淸華簡は儒家・道家などの思想書はないが、
經史などの經典性の文獻が多いところに特徴がある。とりわけ、經典性が強い中で
も、『尚書』･、逸周書』類が多い。これらだけで 20篇前後を數える。

・禮書類・易書類・春秋類はじめ、六經の類いが皆揃っている。
・『周公之琴舞』は樂經類の可能性がある。
・陰陽五行類もある。顧頡剛は、先秦時代の陰陽五行思想は未完成であったと言って
いたが、淸華簡を見ると戰國時代に十分成熟していたことがわかる。この點で學説
が塗り替えられる可能性がある。

・郭店楚簡、上博楚簡などの發見、また新たに淸華簡の發見によって、楚國に對する
認識が改められた。楚國の文化は、從來考えられていたような低いものでは決して
なかったことが、考古學や出土竹簡などから證明されたことの意義は大きい。

・今後刊行予定の第 4 册は、１，易關係文獻（周易）、２，詩、３，書類、これは 63
本あり、編號が記されている。４，平面上に廣げて見るようになっている簡もあり、
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これは帛書に似る。５，數字卦が使われている。八卦と四方や人體と結びついてい
る。周易との大きな違いは、坎の卦と離の卦がひっくり返っていることである。６，
算表。數字方面での最古の文獻である可能性。來年はこれをテーマとした國際學術
研討會を開催予定である。

11 - 12:30 p.m. - The Processing of the Tsinghua bamboo slips淸華簡的整理
(1)張光裕: 淸華簡的發現及其意義 (Zhang Guangyu: The Discovery and Significance of the
Tsinghua Bamboo Slips)
・淸華簡は２１世紀の大事である。
・嶽麓秦簡と淸華簡は分けることができない。これらはひとまとめに賣却された。
・嶽麓秦簡は、淸華簡賣却後も更に２年間さまよった。
・2006 年に竹簡の話を聞き、實際に見に行った。見に行ったときは圓筒の筒に入って
いた。

・自分が實物を見たときと淸華大がこれを買い取ったときとでは、外見が異なってい
た。

香港の骨董商の手元にあったときの淸華簡の保存状態をスライドを見せながら紹介する
もので、學術的な意義はともかく、これらが決して僞物ではないという印象を與えるに
十分なほど實に生々しい印象を受けるものであった。

(2)劉國忠: 淸華簡的整理工作(Liu Guozhong: The Processing and Editorial Work on the Tsinghua
Bamboo Slips)

これまでの整理作業に直接攜わった研究者の一人として、その實際の樣子をスライド
を使って紹介。

(3)趙桂芳: 淸華簡的入藏與保護(Zhao Guifang: The Conservation and Preservation of the Tsinghua
Bamboo Slips)

科學者らしい視點と方法で、淸華簡の保存作業に從事したときのことを、主に、當初
保存のために水に漬けていた竹簡であったが、これを長期保存のために脱水して固化す
る工程に移ったことなどをスライドを用いて報告。
現在では、淸華簡は極めて嚴重に保管管理されており、關係者でも許可を得なければ

保管室に入室できず、また全身を殺菌消毒した後に入室が許される。また、原則的に部
外者の見學は認めていないとのことであった。
われわれが 2009 年 9 月に訪問して實見したときには想像できなかった嚴重な管理體

制下にあることに驚くばかりであった。これもひとえに保存のためであるという。
2:00 - 6:00 p.m. - Conference Session
(1)《系年》前四章 (The first four chapters of Xinian)
(1-1)朱鳳瀚: 淸華简《繫年》所記西周史事考 (Zhu Fenghan: An Examination of the Historical
Events in Western Zhou Dynasty Recorded in Xinian)
・事前に提出された論文あり。
(1-2)羅運環: 《淸華簡〈系年〉前四章發微》(Luo Yunhuan; Implications of the First Four
Chapters of Xinian)
・同上
(1-3)陳偉武:《〈系年〉前四章笺補》(Chen Weiwu: Additional Notes for the First Four Chapters
of Xinian)
(1-4)李守奎：《小臣單觶“反”字補説》 (Li Shoukui: Additional Notes on the Character fan of
小臣单觯)
次いで、以上の報告に對し質疑が行われ、主に『繋年』と『紀年』の關係について、『史
記』の記載と『紀年』の記載とが異なることについて、「三監」についてなどの質問が
出された。

Chairs of reading sessions領讀：
・the first two chapters: Zhao Ping’an趙平安, Zhu Fenghan朱鳳瀚, Robin Yates葉山
・the third chapter: Li Junming李均明, Luo Yunhuan羅運環, Olivier Venture鳳儀誠
・the fourth chapter: Liu Guozhong劉國忠 , Chen Weiwu陳偉武, Foong Janice Kam 甘鳳

なお、「領讀」とは、淸華簡の釋文作成擔當者による、寫眞版を見ながらの釋讀のことで、
これがすべて口頭でなされた。

Main discussants 主要討論人：
Zhu Fenghan朱鳳瀚／ Robin Yates 葉山／ Li Jinyun李縉雲 ／ Liu Shaogang 劉紹剛 ／

Qin Zhihua 秦志華／ Zhang Guangyu張光裕 ／ Li Feng 李峰／ Olivier Venture 鳳儀
誠／ Liu Guozhong 劉國忠／ Chen Weiwu陳偉武 ／ Foong Janice Kam 甘鳳

第三章についての質疑では、
・李均明氏は、秦人の祖は東夷の商蓋氏であったことをいう。そしてこのことは考古學

http://sites.dartmouth.edu/bamboo-manuscripts/files/2012/12/%E7%BE%8E%E5%9B%BD%E6%96%87%E7%AB%A0%E6%B8%85%E8%8F%AF%E7%B0%A1.docx
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の成果とも矛盾しないとも。
・Andrew Meyer から、周王朝の終焉を言おうとするのが『繋年』の目的ではないかと
いう意見が。

・秦人は周に滅ぼされて西遷し、やがて周王朝の故地で力を蓄えて、周王朝の古墓を守
護するまでになり、より強大化した。

などの興味深い意見が出された。

大會 2日
9:00 a.m. - 12:00 p.m. - Conference Session: Yue Ming 説命
Papers 論文:
(1)谷中信一：傅说之命中 “ 占夢 ” 與 “ 尚賢 ”--兼論它的述作年代與述作地域 (Yanaka
Shinichi: Divining Dreams and Honoring Worthies in Fu Yue zhi ming-and a discussion of the date
and place of origin of the text) →「『傅説之命』探析」に改題して報告
(2)郭梨華 ：《說命》中的刑與德 (Kuo Li-Hua: Xing and de in Yue ming)

Chairs of reading session領讀：Li Xueqin 李學勤, Sarah Allan 艾蘭
Main discussants主要討論人：
First manuscript (shang上 )

Michael Puett 普鳴／ Ann-ping Chin 金安平／ YANAKA Shinichi谷中信一
Second manuscript (zhong 中)

Guo Lihua郭梨華 ／ Michael Luedke呂德凱 ／ Sandor P. Szabo 貝山
Third manuscript (xia 下 )

Adam Smith 亞當／ Dirk Meyer 麥笛
2:00 - 5:30 p.m. - Conference Session: Zhougong zhi qinwu周公之琴舞
Papers 論文:
(1)顧史考:《周公之琴舞》初探 (Scott Cook: Preliminary Research on Zhougong zhi qinwu)
(2)呉萬鍾：《淸華簡―周公之琴舞》的啓示 (Ou Manjong: The Implications of the Tsinghua
Bamboo-slip Manuscript Zhougong zhi qinwu )
(3)Jiang Linchang 江林昌 and Sun Jin 孫進：《淸華簡<周公之琴舞>與先秦詩樂舞傳統》
(Zhougong zhi qinwu and the Tradition of Poetry, Music and Dance in the Pre-Qin Period)

Reading leader領讀：Li Shoukui李守奎
Main discussants主要討論人：

Chen Zhi陳致 (Beginning section)／Wolfgang Behr (pian 篇 1) ／Constance Cook柯鶴立 (pian
篇 2)／ Scott Cook顧史考 (pian篇 3)

7:00 - 9:00 p.m. Warring States Calligraphy and the Tsinghua Manuscripts: Chinese
Calligraphy and Chinese Manuscript Culture Workshop 戰國書法與淸華簡專場：中國書法與
中國手稿文化專題研討
Venue：Hanover Inn (pending)

Chair主持：Xing Wen 邢文
Special Guest of Honor 特邀貴賓: Huang Dun 黄惇
Keynote speech主題發言：Warring States Period Calligraphy and the Tsinghua Bamboo-slip

Manuscripts 戰國書法與淸華簡 (Huang Dun黄惇, pending)
Open discussion 自由討論 (Attendance optional: you are welcome to participate or just audit). 自
由出席; 歡迎迎參加討論或傍聽。

大會 3日
9:00 a.m. - 12:00 p.m. Conference Session Zhougong zhi qinwu《周公之琴舞》

Reading leader領讀：Li Shoukui 李守奎
Main discussants主要討論人：
Guo Yongbing郭永秉 (Fudan University, Shanghai) (pian 篇 4)／ Jiang Linchang 江林昌
(pian 篇 5)／ Mark Czikszentmihalyi 齊思敏 (pian 篇 6)／ OU Manjong 呉萬鍾 (pian 篇 7)
／ Crispin Williams 魏克彬 (pian 篇 8)／ Andrew Meyer 麥安迪 (pian 篇 9)

2:00 - 6:00 p.m. Conference Session:
Discussion of Issues Raised by the Discovery of the Tsinghua Manuscripts: Chaired by Sarah Allan
艾兰, Michael Puett 普鸣, Li Feng 李峰；討論：主持人艾蘭，普鳴 , 李峰
テーマを設けず自由に問題點を指摘し合う“フリーディスカッション”となるが、やは
り參加者が發言して、これに李學勤氏が答弁するという流れができあがってしまった。
・淸華簡はなぜかくも難讀か？
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→抄寫年代と成書年代は異なる（李學勤）。
・周公旦の評價が高まったのは孔子によるのではないか？（麥安迪）
→周公旦の地位はそもそもからして高かった。（李學勤）
・浙江大學簡の眞僞についての問題が提起される。
→僞造簡がいかに實物に近いかについては經驗から見拔くことが必要。つまり、實物を
見ていると、僞物がわかるようになる。

・「説命」３篇は抄寫者も抄寫時期も異なるのではないかとの問い（谷中）
→「説命」３篇は同一人が同一時期に抄寫したと考える（李學勤）
・「説命」下と「周公之琴舞」には共通の語句があることについて（太陽と星の喩え）、
兩篇の成書に共通の背景があることが考えられる。

・出土文獻の中には通行本と異なる文獻が少なくないのはなぜか？焚書坑儒によって亡
んだのか？それとも余り重要でないから亡んだのか？

・竹簡にこびりついた土を分析して出土地點を絞れないか？
→泥土の量が不足していてできなかったが、今後はやるべきと考えている。
・盜掘行爲を嚴罰に處する法律を作るべきではないか。盜掘で金儲けをして味を占めた
者が盜掘を繰り返すことは許されてはならない。

・竹簡中の句讀點はどれほどの規則性があるのだろうか？
→2002年頃、この問題についての論文が書かれたことがある。

（４）おわりに
終了に當たり、主催者側から、本會議において發表された論文は修改の後に來年出版さ

れると通知され、僅かな會期ではあっったが、多くの收穫を上げてめでたく閉會した。
この會議が終了した 9 月 1 日夜、晚宴の後、日本で言えば二次會にあたるのであろう、

氣の合った連中が聲を掛け合って一〇數名で街に繰り出し、とあるバー（日本で言えば居
酒屋のようなものだろう）で、ワイングラスを傾けながら賑やかな一時を持ったのである
が、この時、ヨーロッパにも最新の中國出土資料を研究するグループができていることを
知った。會の結成は 2004年、ドイツハンブルグで結成され、その名を“European Association
for the Study of Chinese Manuscripts”といい、構成員は 40～ 50名。現在の會長は、オクス
フォード大學教授 Dirk Meyer（麥笛）氏で、彼の他、Oliver Venture、Paul Vaness、Imre

Galambos(ハンガリー）、Enno Giele(ドイツ）の各氏が幹事を務めている。3-4 年に一回
の頻度で、“Etudes Asiatique”(佛語誌)と“Asiatiche Studien”(獨語誌)の名で雜誌を刊行し
ているとことであった。
なお討論はすべて中國語で行われたため、まことに遺憾ながら十分聞き取れなかったと

ころが少なくない。後日の論文集の刊行を待って正確を期したい。

《学会彙報》
○例会委員会より
・2013 年度第 1 回例会（総 57 回）が、2013 年 7 月 13 日（土）、東京学芸大学を会場に
開催された。

○広報委員会より
本会のホームページ（http://www.shutsudo.jp/）は、グーグル等の検索エンジンから「中

国出土資料学会」で検索してもすぐに見つかります。

○ＨＰ委員会より
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中国出土資料学会専用ドメイン
http://www.shutsudo.jp/ 取得に伴い、
①事務局用メールアドレスが変更になります。

office@shutsudo.jp
②会員を対象にご希望のメールアドレスを発行します。
メールアドレス発行ご希望の方は、
*****@shutsudo.jp となりますので、
*****部分を第２希望までご準備のうえ、
web@shutsudo.jpまでご連絡ください。

○会報委員会より
・2012 年 7 月 21 日に開催された臨時総会において、「中国出土資料学会著作権規定」
が承認され、即日施行されました。本会報については第 46 号（2011 年 3 月発行）から
同規定が適用されます。対象となる各号掲載の著作物の利用に際しては、同規定の定め
るところにより処理されることになりますので、希望される方は、ＨＰ掲載の利用申請
書をダウンロードして事務局まで申請してください。
・年１回発行の雑誌『中国出土資料研究』が学問的成果を会員諸氏にとどまらず広く内
外の研究者に提供することを目的としているのに対し、年３回の例会・大会開催時に合
わせて発行される会報は、新しい学術情報をできるだけ早く会員諸氏に提供することを
目的として編集されています。しかし編集委員会単独ではなかなか十分な最新情報を入
手することが容易ではありません。
どうか会員各位におかれましては有益な情報を入手されたら、是非とも会報編集委員

会に原稿の提供をお願い致します。原稿は、事務局宛電子メールの添付ファイルとして
お送りください。今後会報の内容を一層充実させるため、会員諸氏のふるってのご寄稿
をお待ちしております。

○機関誌委員会より
（１）『中国出土資料研究』第 18号の締切について

2010 年度大会（2011 年 7 月 16 日開催）および 2011 年度大会（2012 年 3 月 10 日開
催）にて、『中国出土資料研究』の投稿要領改定が承認されております。第 18 号の投
稿締切日は、2013年 12月末日です。
ふるってご寄稿下さいますよう、お願い申し上げます。

（２）『中国出土資料研究』原稿送付先について
原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。

○事務局より
住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。

〒 113-0033 東京都文京区本郷７－３－１
東京大学文学部 大西研究室
中国出土資料学会（事務局）


